日本人口学会第６２回大会　２０１０年６月１２日（土）、１３日（日）

於　お茶の水女子大学
シンポジウムとテーマセッションの題目及び内容

シンポジウム
日本の少子化とジェンダー・システム

――　性別役割分業の超克は可能か？――

組織者：永瀬伸子（お茶の水女子大学）
座長：　佐藤龍三郎（国立社会保障・人口問題研究所）
討論者：鬼頭　宏（上智大学）、吉田千鶴（関東学院大学）
報告者：金子隆一（国立社会保障・人口問題研究所）
「近年の日本人の結婚・出生行動の変化」
山谷真名（お茶の水女子大学）
「女性の就業と結婚・出生行動（職場におけるジェンダー関係）」
石井クンツ昌子（お茶の水女子大学）
「家庭における男女の役割と関係（家庭におけるジェンダー関係）」
趣　旨：
　日本の出生力は、1970年代半ばに人口置換水準を割り込んで以来、低下の一途をたどり、近年は合計特殊出生率が1.3台にとどまっている。この超少子化の原因として、ジェンダー・システムとの関係が注目されている。すなわち出生率が1970年代前半まで人口置換水準を保っていたことの背景要因として、男女の性別役割分業システムの存在が大きかったと考えられる。しかし1980年代以降、教育や就業における男女格差は縮小し、性別役割分業システムの前提条件となる土台が崩れたにもかかわらず、人々の意識や社会のしくみはさほど変わっておらず、この懸隔や不調和が近年の日本の少子化・未婚化の重要な要因の一つをなしているものとみられる。また、かつてに比べれば格差が縮小したとはいえ、なおも現状では男女がともに自己実現をはかることのできる社会経済的条件が十分整ったとは言い難い。

　本シンポジウムでは、現代日本の少子化とジェンダー・システムの関係について結婚・出生行動に関する人口統計学的理解を踏まえた上で、職場と家庭の両面から考察し、問題を浮き彫りにしたい。このような検証を通して問題の解決に向けての示唆がもたらされることが期待されよう。とりわけ、性別役割分業に代わる新しいジェンダー・システムの展開と普及の可能性が鍵を握ることであろう。

テーマセッション

※テーマセッション１、２、３の報告は公募制です。
テーマセッション１

歴史的視点から見た人口統計と人口政策
組織者：岡田あおい（慶應義塾大学）
趣　旨：
　本テーマセッションは、歴史的視点から、人口の変化と人口・家族政策の関係について議論することを目的とする。環境、経済、政治、あるいは社会的な変化がいかに人口変動とかかわっていたのか、また、人口構造やその変化を行政レベルが把握した場合、どのような目的をたて、いかなる方法で人口政策を思索し実行したのか、など多面的な切り口で人口統計と人口政策について論じる報告を募集したい。たとえば、人口の量的調整を目的とする政策と質的改善を目的とする政策の選択、急激な人口変化とその対応、人口停滞と出稼ぎ禁止と帰村策、出生率低下と子育て支援政策（赤子養育仕法）、人口減少と高齢者への生活保護政策、出生率改善への試み（堕胎・間引き禁止のための政策）と近代人口、といった報告が考えられる。
テーマセッション２
人口学教育と技術革新

　組織者：小島　宏（早稲田大学）

　人口学教育においてかつては教科書等を主として用いた授業が多数派を占め、電卓等を用いて計算をするような授業は少数派であったものと思われる。しかし、現在では研究上の技術革新の影響を受け、電卓はもちろんパソコンを用いるような授業も増えつつあるようである。特に、和田光平著『Excelで学ぶ人口統計学』が出版されてからEXCELを使ったパソコンによる授業が容易になったように思われる。また、Ｒがフリーソフトであることから、Ｒユーザーの中には中澤港著『Ｒによる保健医療データ解析演習』を用いた授業も行っている会員がいるのではないかとも思われる。このようなタイプの授業が可能になった背景にはe-Stat等から｢国勢調査」や｢人口動態統計｣といった人口関連のマクロデータをダウンロードするのが容易になったこともあろう。

　米国の一部の大学における人口学の授業では統計解析パッケージ等を用いたミクロデータの人口学的分析やGISを用いる課題すら含まれるようになっているようであるが、わが国でも今後、増加していくものと思われる。また、情報源やデータ源として書物だけでなく、各種のインターネットのサイトが指定されるようになっている。実際、各種のサイトの中には分析に利用できるようなマクロデータやミクロデータをダウンロードできるものや将来推計に利用できるようなシミュレーション・プログラムをダウンロードできるものもある。さらに、DHSをはじめとする一部のサイトではミクロデータのリモート集計（on-line analysis）が可能となっており、個人的にはそれらも講義や課題に利用している。さらに、研究上の技術革新の成果とまで言えるかどうかわからないが、個人的にはパワーポイントを用いてインターネットにアクセスしながら授業をしている。

　しかしながら、技術革新の成果を活用したつもりで講義を行ったり、課題を出したりしても、学生が十分に理解しているかどうか疑問に思うことが少なからずある。この背景には学生の基礎知識、高校・大学での基礎教育、大学の教育機器・施設等に関わる共通する問題がある可能性もある。そこで、このテーマセッションでは定性的な研究を含む研究上の技術革新の成果を用いた人口学教育に関する報告をしていただいた上で情報交換を行い、今後の授業改善に役立てていただくとともに、わが国における人口学教育に関する研究を促進する契機を提供したい。

　具体的なテーマを例示するとすれば、下記のようなものがあろう。下記以外でも人口学教育となんらかの技術革新に関連したテーマならば他の会員にとっても有用だと思われるので、会員各位の活発な応募をお願いしたい。

○（関数）電卓を用いた授業

○EXCEL等の表計算プログラムを用いた授業

○Ｒ等の統計パッケージを用いた授業

○e-Stat等からのマクロデータを用いた授業

○ミクロデータを用いた授業

○GISを用いた授業

○シミュレーションを用いた授業

○ネット上のリモート集計を用いた授業

○上記以外でパソコンやインターネットを用いた授業

○新たな定性的手法を用いた授業

テーマセッション３
開発途上地域における健康水準の改善と開発

組織者：西川由比子（城西大学）
開発途上地域における疾病は、貧困、医療・保健衛生に関わる施設・人材の不足、および保健・医療に関する知識不足や教育が不十分であることに起因するものが多い。また、これらの疾病による致死率は極めて高くなっている。このような状況の改善は急務とされるところであり、2000年に国連ミレニアムサミットにおいてまとめられた「ミレニアム開発目標」の中には、保健・医療に関連する目標として、乳幼児死亡率の低下、妊産婦の健康の改善、HIV/AIDS、マラリア、その他の疾病の改善が挙げられている。これらは2015 年を達成期限としており、「ミレニアム宣言」から10年にあたる2010年において、開発目標達成に至る現況および改善状況を明らかにし、支援体制取り組みについて検証することは意義のあることと考える。
疾病対策に必要とされるのは医療技術の提供にとどまらず、地域経済の活性化、保健医療従事者の人材育成等教育に関わる問題、上下水道の敷設等インフラ整備等、多面的な対策が要請されている。したがって、健康水準の改善に関しては社会・経済開発面からのアプローチも不可欠とされる。このような改善については保健・医療政策および援助が果たす役割も大きいと考えられる。
死因に着目すると、アフリカ諸国においては感染症による致死率が依然として高いが、その一方では開発途上地域においても成人病による死因比率が高い諸国も出現しており、開発途上地域の疫学的転換段階は多様性を示している。したがって、開発途上地域の死亡状況を理解する上でも、疫学的転換過程における各段階の様相の検証も必要とされる。
本セッションでは発表の例として以下のようなものを想定しているが、報告内容はこれらに限定されるものではない。
１．乳幼児の健康水準に関する調査・研究（地域、比較分析など）
２．妊産婦の健康に関する調査・研究（地域、比較分析など）
３．開発途上地域の疾病構造に関する分析
４．HIV/AIDS、マラリア、その他の疾病に関する分析
５．医療・保健分野の援助および国際協力（国あるいは国際機関）
６．健康統計・疫学に関する方法論 
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